
逸
。
し
な
や
か
な
麺
か
ら
軽
い

弾
力
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
カ
レ

ー
う
ど
ん
、
す
じ
う
ど
ん
を
逃

が
し
て
は
な
ら
な
い
。
い
な
り

や
太
巻
き
の
ビ
ッ
グ
な
こ
と
／
、

日
替
り
お
ま
か
せ
弁
当
（
千
円
）

は
、
毎
日
の
楽
し
み
と
な
る
で

、

し
よ
う
。
百
間
は
一
食
に
如
か

ず
。
ま
ず
は
、
〃
き
む
ら
そ
ば

処
″
の
白
い
の
れ
ん
を
く
ぐ
っ

て
み
よ
う
。

園
長
田
区
細
田
町
６
１
１
１
Ｍ
宮
剛
Ｉ

６
１
０
７
Ⅱ
時
Ｉ
加
時
水
晒
休

☆
し
な
や
か
麺
と
モ
ダ
ー
ン
な

お
店
が
自
慢
／
き
む
ら
そ
ば
処

新
長
田
駅
を
北
へ
５
分
、
長

田
郵
便
局
前
の
〃
き
む
ら
そ
ば

処
″
は
、
神
戸
っ
子
好
み
の
お

店
。
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
調
の
店

に
、
女
将
さ
ん
の
き
つ
ぷ
の
よ

さ
が
相
ま
っ
て
、
和
と
洋
の
ミ

ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
て
い
る
。
ア
ー
チ
型
の
天
井

か
ら
の
シ
ン
プ
ル
な
照
明
が
ク

リ
ー
ム
色
の
カ
ウ
ン
タ
ー
を
柔

か
く
包
ん
で
い
る
。
味
は
、
秀

☆
Ⅲ
年
前
の
カ
レ
ー
を
再
現
／

京
町
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
で
は
神
戸
開
港
唖
年
を
記
念

し
て
サ
ン
ク
ス
フ
ェ
ア
ー
を
開

催
。
そ
の
な
か
で
コ
ー
ヒ
ー
ハ

ウ
ス
エ
リ
ー
ト
セ
ブ
ン
で
は

開
港
当
時
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を

再
現
し
て
い
る
。

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
は
明

治
初
期
に
建
て
ら
れ
た
現
存
す

る
日
本
最
古
の
ホ
テ
ル
。
神
戸

開
港
鰯
年
を
記
念
し
て
、
総
料

理
長
の
石
坂
勇
さ
ん
が
明
治
時

代
に
書
か
れ
た
料
理
本
を
調
べ

び
っ

そばのおいしい季節／

で

蕊蕊一議識；
1 0 0 年前のカレーはどんな味？

た
り
、
明
治
生
ま
れ
の
先
輩
コ

ッ
ク
さ
ん
の
レ
シ
ピ
を
も
と
に

皿
年
前
に
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
で
食
べ
ら
れ
て
い
た
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
再
現
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。オ

リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
現

存
す
る
妬
年
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は

〃
マ
ト
ン
＆
カ
レ
ー
″
と
し
て

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
登
場
し
て
い

る
。
開
業
当
時
の
メ
ニ
ュ
ー
は

戦
災
で
焼
失
し
た
が
、
初
期
の

頃
に
カ
レ
・
Ｉ
が
存
在
し
た
事
は

確
か
と
の
事
。
昔
は
具
が
鶏
肉

や
伊
勢
海
老
で
あ
っ
た
り
、
カ

レ
ー
と
粉
の
配
合
が
違
っ
た
り

し
た
が
、
基
本
と
な
る
ベ
ー
ス

は
皿
年
継
っ
た
現
在
の
調
理
法

に
も
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ

て
い
る
。

レ
ト
ロ
ム
ー
ド
い
っ
ぱ
い
の

旧
居
留
地
で
〃
文
明
開
化
の
味
″

を
ぜ
ひ
一
度
、
試
し
て
み
て
は
。

●
１
階
の
喫
茶
店
〃
カ
フ
ェ
・

ド
・
ラ
フ
ェ
〃
で
は
ア
ッ
プ
ル

パ
イ
ア
ラ
モ
ー
ド
フ
ェ
ア
を
開

催
。
デ
ザ
ー
ト
に
ど
う
ぞ
。

同
中
央
区
京
町
あ
宵
鋤
１
８
１
１
１

，
時
Ｉ
塑
時
半
唖
年
３
月
別
日
迄

鍵鍵識鍵鱗; 鶴
旬

スタッフは若いが、味で勝負します。

焚
合
せ
、
天
ぷ
ら
、
茶
椀
蒸
、

赤
だ
し
、
ご
は
ん
）
、
松
茶
堂
弁

当
２
５
０
０
円
、
が
お
推
め
。

少
人
数
パ
ー
テ
ィ
（
妬
人
迄
）

も
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
る
。

年
末
年
始
特
別
メ
ニ
ュ
ー
も
。

神
戸
っ
子
読
者
の
方
は
申
し
出

る
と
、
一
品
サ
ー
ビ
ス
有
。

回
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
１
‐
配
１
４

グ
ラ
ン
山
手
地
下
１
Ｆ
湾
加
ｌ
Ｏ
Ｏ
１
２

Ⅲ
時
半
１
Ｍ
時
、
灯
時
半
ｌ
配
時

日
畷
休

誼

あ
じ
さ
い

☆
四
季
折
々
の
味
、
味
菜

北
野
坂
、
ソ
ネ
の
向
か
い
に

あ
今
じ
さ
い

あ
る
味
菜
は
、
素
材
の
味
を
生

か
し
た
京
風
日
本
料
理
店
。
店

主
は
狸
々
で
修
行
を
積
ん
だ
本

格
派
だ
。

く
え
の
刺
身
、
本
し
め
じ
の

土
瓶
蒸
し
、
生
ゆ
ぱ
の
穴
子
巻

な
ど
な
ど
…
…
注
文
に
応
じ
て

作
っ
て
も
も
ら
え
る
。
酒
は
吟

醸
６
種
、
白
鷹
、
バ
ー
ボ
ン
、

ワ
イ
ン
。
夜
は
一
人
一
万
円
位

で
充
分
に
楽
し
め
る
。

昼
（
ｎ
時
半
ｌ
ｕ
時
）
は
、

味
菜
弁
当
１
５
０
０
円
（
刺
身

１

１４２
１
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北
野
坂
で
今
、
一
番
新
に
ぴ
っ
た
り
。
豚
足
（
刑

梱
謹
蝶
副
審
露
斯
獣
銚
緋
願
中
華
菜
館
〃
龍
郷
″

賞
蜘
１
１
６
０
６
旧
時
１
０
時
半
陸
そ
ん
な
中
国
料

た
い
／
、
グ
ラ
ス
や
器
も
擬
っ
広
東
な
ど
地
域
に
よ

て
マ
マ
の
セ
ン
ス
が
伺
え
る
。
っ
て
大
き
な
特
色
を

と
い
っ
て
勺
も
ち
ゃ
ん
と
今
様
持
っ
て
い
る
。
菌
足

に
カ
ラ
オ
ケ
、
も
Ｏ
Ｋ
・

町
に
オ
ー
プ
ン
し
た

く
な
っ
た
マ
マ
は
朝
丘
雪
路
み
国
料
理
は
、
北
京
、
鶴
樹
灘
灘
鴻
鴬
一
一

半
の
休
養
後
、
６
月
に
〃
マ
ダ
☆
南
京
町
に
洗
練
さ
れ
た

用
で
き
る
。

ム
グ
レ
〃
と
し
て
オ
ー
プ
ン
。

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
〃
龍
郷
″
鴻
需
預
握
町
麺
団
１
３
１
焔

す
っ
き
り
と
ス
タ
イ
ル
の
良
広
大
な
大
地
で
培
わ
れ
た
中
貧
湖
１
２
９
３
７
側
時
ｒ
醐
時

年
店
を
開
い
て
い
た
が
、
一
年

木
彫
の
棚
と
ス
タ
ン
ド
。

☆
〃
花
″
か
ら
〃
マ
ダ
ム

な
子
さ
ん
は
〃
花
″
の
名
で
永

に
優
雅
な
唐
草
模
様
の
窓
と
ス

ほ
っ
と
す
る
。
マ
マ
の
重
森
み

モ
ー
ク
グ
リ
ー
ン
の
ソ
フ
ァ
。

″
マ
ダ
ム
グ
レ
″
の
セ
ッ
ト
は

懐
か
し
い
英
国
調
の
ピ
ア
ノ

グ
レ
〃
に

中
国
酒
場

「
上
海
倶
楽
部
」

識
鍵
蕊

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

デ
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト

璽

照明のシェードの色、壁の絵が素敵

小
人
数
で
い
ろ
ん
な
も
の
〃
フ
ラ
ン
ス
料
理
“
と
表
示
さ
れ

て
い
た
の
は
誤
り
で
し
た
。

が
食
べ
れ
る
と
い
う
と
こ

お
わ
び
と
共
に
訂
正
さ
せ
て
い

が
皿
円
、
鮫
子
抑
円
な
ど
日
祝
日
休

小
皿
な
ら
で
は
の
リ
ー
ズ
八
ぉ
わ
び
と
訂
正
Ｖ

先
月
号
の
〃
デ
ピ
ュ
ー
ス
ポ
ッ

楽
部
″
は
、
飲
茶
と
は
違
子
が
気
軽
に
立
寄
れ
る
店

う
神
戸
初
の
小
皿
中
華
で
だ
。

話
題
を
さ
ら
っ
て
い
る
。
麺
癖
誰
醒
罰
蝿
”
Ｍ
副
郡
Ｉ
祁
職

上
海
湯
麺
（
ラ
ー
メ
ン
）
１
０
時
倉
鉦
－
１
７
２
２

あ
る
中
国
酒
場
〃
上
海
倶
中
華
大
好
き
の
神
戸
っ

ビ
ル
。
そ
の
Ｂ
１
，
２
に
も
足
を
運
び
た
く
な
る
。

ろ
が
カ
ッ
プ
ル
、
女
性
客
た
だ
き
ま
す
。

ナ
ブ
ル
な
値
段
、
そ
し
て
ト
〃
で
、
「
季
節
茶
屋
菊
水
」
が

し
く
て
注
目
度
Ｎ
Ｏ
、
１
円
）
な
ど
も
あ
り
、
料
理

の
も
の
と
い
え
ば
、
高
山
の
種
類
は
豊
富
で
何
度
で 蕊

シックで落ちついた、マダムグレ' の店内

を
持
ち
、
パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
利

創
り
出
さ
れ
て
い
る
。
ネ
オ
・

夢
、
と
い
う
二
人
の
料
理
長
の

様
と
厨
房
を
近
づ
け
る
の
が

独
自
の
現
代
中
国
料
理
。
お
客

正
な
空
間
は
南
京
町
一
の
広
さ

た
中
に
も
親
し
み
や
す
い
味
が

理
の
魅
力
を
集
め
て
生
ま
れ
た

ク
ラ
シ
ズ
ム
を
基
調
に
し
た
端

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
洗
練
さ
れ

》一
露
一

一
『

》
一
一
一

１
１４３
１

昌鍵識蕊蕊錨識織螺蕊蕊鍵藻謡韓
南京町の新しい顔､ 龍郷，

御家庭にお届けします１ﾅﾁｭﾗﾙﾐﾈﾗﾙｳｵｰﾀｰ‘‘丹波の水'’
丹波の水（１ケース・１２－１５本） 3 0 0 0 円
c h a - c h a 「コーヒー、お茶専用」（１ケース･ １２－１５本）4 5 0 0 円
丹波の水タンク 2 0 2 入 1 8 0 O 円

く消費税込み＞
●サンプル等ご希望がございましたら、ご＝･ 報下さいませ
■お申し込み先･ お問い合わせ先ゼネラル・ウォーターサービス神戸
〒6 5 0 中央区花隈町３－１２Ｒ､ Ｈ､ インターナショナル株式会社内
ＴＥＬＯ７８－３７１－６８０８ＦＡＸＯ７８－３７１- 4 3 6 8

Ｐ

－

．
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（
代
表
・
岸
本
清
一
）
、
稲
塚

風
流
神
踊
保
存
会
（
代
表
・
波

多
野
乙
彦
）
、
万
歳
ね
り
も
の

団
（
代
表
・
池
澄
巳
三
男
）
、

緑
町
五
尺
お
ど
り
保
存
会
（
代

表
・
島
田
謙
一
）
。

▼
神
戸
の
年
末
は
、
や
っ
ぱ
り

神
戸
歌
謡
祭

神
戸
の
年
末
、
恒
例
の
ピ
ッ

グ
イ
ベ
ン
ト
「
神
戸
歌
謡
祭
」

が
、
担
月
週
日
（
金
）
午
後
６
時

か
ら
、
神
戸
国
際
会
館
大
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
る
。

神
戸
の
行
政
、
経
済
、
文
化

を
リ
ー
ド
す
る
キ
ー
マ
ン
た
ち

が
、
熱
唱
す
る
神
戸
歌
謡
祭
。

毎
回
、
会
場
を
超
満
員
に
し
、

話
題
に
事
欠
か
な
い
が
、
今
回

は
ど
ん
な
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
が
爆

れて館兵１１贈
受た行に庫月呈

暮・妹掛騨

☆
県
下
か
ら
３
氏
が

地
域
文
化
功
労
者
賞
、
受
賞

平
成
３
年
度
の
地
域
文
化
功

労
賞
に
、
県
下
か
ら
米
花
稔
氏

（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）
、
今
里

幾
次
氏
（
興
進
産
業
㈱
常
務
取

締
役
。
姫
路
市
文
化
財
審
議
会

委
員
）
、
飛
松
貴
氏
（
歌
人
。

兵
庫
県
歌
人
ク
ラ
ブ
顧
問
）
の

に
尽
力
す
る
等
、
地
域
文
化
の

振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
、

団
体
に
対
し
て
、
そ
の
功
績
を

称
え
、
文
部
大
臣
が
表
彰
す
る

も
の
で
、
今
回
が
加
回
目
。

表
彰
式
は
ｕ
月
四
日
、
一
塁
足

の
如
水
会
館
で
行
わ
れ
た
。

F ＝ q 盃鈎一

１
１４４
１

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

勺

飛松寅今里幾次氏米花稔氏愈
の文の術てに各はた選３問
保化振文、お地全同・ば名、 - 〃
護財興化芸い域国賞れがの

■

は
以
下
の
通
り
。

★
個
人
（
ｕ
名
）

田
中
馨
（
農
村
歌
舞
伎
）
、

寺
脇
公
孫
（
俳
句
）
、
山
田
美

耶
子
（
日
本
画
）
、
上
田
助
五

郎
（
詩
吟
）
、
梶
本
孫
一
（
盆

栽
技
術
）
、
南
野
武
術
（
郷
土

史
研
究
）
、
龍
見
芳
子
（
手
工

芸
）
、
藤
原
彊
（
短
歌
）
、
吉

田
太
郎
（
写
真
芸
術
）
、
芦
田

春
夫
（
児
童
合
唱
団
）
、
稲
葉

光
蔵
（
播
州
音
頭
）
、
中
村
長

吉
（
俳
句
）
、
今
井
亀
夫
（
伝

統
文
化
）
、
中
島
柳
祁
（
水
墨

画
）
。

☆
団
体
（
４
団
体
）

池
尻
神
社
人
形
狂
言
保
存
会

☆
と
も
し
び
の
賞
贈
呈
式

兵
庫
県
下
各
地
域
に
お
い
て

文
化
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
方

々
に
贈
ら
れ
る
と
も
し
び
の
賞

古
切
手
に
い
の
ち
を
Ⅲ

障
害
児
に
つ
き
ま
と
う
偏
見
を
な
く

そ
う
と
す
る
私
た
ち
の
運
動
に
ご
賛
同

く
だ
さ
る
方
に
、
毎
年
一
回
す
べ
て
の

人
に
巡
っ
て
く
る
誕
生
日
の
お
祝
の
費

用
を
、
意
識
的
に
節
約
し
て
献
金
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
使
用
済
み
の
古
切
手

の
収
集
を
、
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
外

国
切
手
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
内
の

記
念
切
手
だ
け
で
な
く
、
普
通
の
切
手

で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
切
手
の
周
囲
を
五
ミ

リ
ほ
ど
残
し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
当

本
部
で
は
こ
れ
を
整
理
分
類
し
て
古
切

手
セ
ッ
ト
を
頒
布
し
、
運
動
の
基
金
に

し
て
い
ま
す
。

用
が
済
め
ば
捨
て
ら
れ
る
運
命
に
あ

っ
た
古
切
手
を
活
用
し
て
、
い
わ
ば
古

切
手
に
命
を
与
え
て
い
ま
す
。

全
国
の
み
な
さ
ま
か
ら
小
さ
な
封

筒
、
大
型
の
封
筒
や
中
に
は
段
ボ
ー
ル

に
い
っ
ぱ
い
古
切
手
が
つ
ま
っ
て
毎
日

送
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
中

に
、
心
の
こ
も
っ
た
お
便
り
も
入
っ
て

お
り
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
心
を
励
ま
し

て
く
れ
る
の
で
す
。

先
月
も
あ
る
小
学
校
か
ら
次
の
よ
う

な
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
全

校
生
徒
六
五
○
人
が
何
か
社
会
の
お
役

に
立
ち
た
い
と
考
え
た
結
果
、
貴
本
部

に
古
切
手
を
送
る
こ
と
に
き
め
ま
し

た
。
」ど

う
か
み
な
さ
ま
、
古
切
手
に
命
を

の
私
た
ち
の
気
持
を
く
ん
で
ご
援
助
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
（
Ｋ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

師
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
８
１
１
１
６

神
戸
国
際
会
館
１
階
郵
便
局
の
隣

衡
○
七
八
’
二
三
一
’
一
二
一
四

議灘鍵

旬

鰯ヨ
ン
特
別
番
組
と
し
て
、
旭
月

羽
日
（
日
）
、
皿
時
か
ら
放
送
さ

れ
る
予
定
。

▼
ネ
イ
チ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル
の

可
能
性

野
外
活
動
、
人
間
関
係
、
芸

術
な
ど
、
様
々
な
点
か
ら
人
と

環
境
と
の
関
わ
り
を
考
え
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
第
一

回
環
境
教
育
レ
ン
ジ
ャ
ー
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
主
催
関
西
学

発
す
る

か
。な

お

当
日
の

模
様
は

サ
ン
テ

レ
ピ
ジ
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問
い
合
わ
せ
先
は
、
関
西
学
・
エ
コ
ル
セ
〃
が
、
こ
の
岨
月

■

青
研
究
所
）
が
、
関
西
学
院
千
る
。

院
。
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
生
涯
教
り
な
ど
が
目
的
と
さ
れ
て
い
場
所
神
戸
海
洋
博
物
館
ホ
ー

刈
キ
ャ
ン
プ
で
、
ゲ
ス
ト
に
生

ｌ
が
催
さ
れ
た
。

０
０
円
ｃ

鍋
日
（
祝
）
。
参
加
費
２
８
，
０
主
催
で
二
カ
月
に
一
回
行
な
っ

実
施
日
は
哩
月
虹
日
（
土
）
Ｉ
ヨ
コ
レ
ー
ト
の
〃
一
番
館
″
が
後
は
、
展
示
会
の
開
催
な
ど
も

去
る
ｎ
月
３
日
、
訂
回
目
を
界
に
ひ
た
っ
て
、
身
も
心
も
あ
神
戸
製
鋼
に
Ｗ
年
に
入
社
し

１
１４５
１ 凸

て
い
る
演
奏
会
〃
サ
ロ
ン
・
ド

２
時
間
た
っ
ぷ
り
音
楽
の
世
メ
キ
シ
カ
ン
剤
目
：
開
催 松本志津子さん

光
は
、
そ
れ
目
体
、
色
も
臭
い
も
持

た
な
い
。
け
れ
ど
も
、
あ
ら
ゆ
る
も
の

は
、
そ
の
光
の
恩
恵
を
受
け
て
姿
を
現

わ
す
。〃

ロ
ク
レ
ー
ル
〃
と
呼
ば
れ
る
手
法

で
、
押
し
広
げ
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

の
優
美
な
惟
界
。
光
と
戯
れ
る
ガ
ラ
ス
。

ガ
ラ
ス
と
一
体
化
す
る
光
。
そ
の
情
景

か
ら
は
、
静
か
な
呼
吸
が
聴
こ
え
る
。

（
春
秋
社
刊
一
五
四
五
○
円
）

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



恋
哩
１
５
６
１
２

神
戸
・
北
野
Ｗ
ｈ
ｉ
ｔ
ｅ
Ｈ
▼
大
人
達
の
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
９
Ｆ
月
刊
神
戸
っ
子
ポ
ヶ
ッ
ト
ジ
ャ
ー

Ｏ
ｕ
Ｓ
ｅ
が
「
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
来
春
、
三
宮
京
町
に
オ
ー
プ
哉
伽
》
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
申
し
込
ん
で
下

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
発
行
し
た
。
ン
す
る
一
一
シ
セ
イ
・
エ
グ
ザ
ス
締
め
切
り
は
、
哩
月
塑
日
（
火
）

８
．
ヘ
ー
ジ
、
犯
枚
の
ポ
ス
ト
三
宮
は
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
雰
囲
代
誌
詫
智
琶
確
津
睦
華
霊
輯
て
発
表
に

誰
で
も
参
加
で
き
る
。

申
込
み
神
戸
製
鋼
原
田
孝
て
い
る
。

て
誕
生
し
、
３
周
年
を
迎
え
た

場
所
神
戸
国
際
会
館
そ
ご
う
作
品
で
飾
ら
れ
て
い
る
。
ら
え
る
。
個
人
入
会
金
は
５
万

▼
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
一
部
１
５
０
０
円
、
Ｗ
ｈ
ｉ
円
だ
が
、
今
入
会
予
約
す
る
と

参
加
費
女
性
５
５
０
０
円
ｔ
ｅ
Ｈ
Ｏ
ｕ
Ｓ
ｅ
、
イ
ン
フ
２
万
円
で
会
員
に
な
れ
る
。

日
時
旭
月
躯
日
（
日
）
ス
ト
カ
ー
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
る
ス
ペ
ー
ス
。
健
康
体
力
診
断

北
野
地
区
の
文
化
拠
点
と
し
》

華
の
会
の
会
員
で
な
く
と
も

詳
細
は
次
の
通
り
。

平
成
三
年
十
月
十
八
日
に
て
い
る
。
」
と
そ
の
遺
徳
を
の
た
め
、
そ
し
て
世
界
の
た

一
○
一
歳
の
天
寿
を
全
う
し
し
の
ん
だ
。
め
に
尽
し
た
い
」
と
堂
々
と

て
元
神
戸
市
長
、
中
井
一
夫
平
成
元
年
の
新
年
の
名
刺
神
戸
市
の
名
誉
市
民
称
号
を

翁
が
逝
去
さ
れ
た
。
そ
し
て
交
歓
会
の
一
コ
マ
が
想
い
出
受
け
ら
れ
た
挨
拶
を
さ
れ
一

去
る
十
一
月
一
一
十
一
日
（
木
）
さ
れ
て
く
る
。
当
時
の
市
長
瞬
、
満
場
が
シ
ン
と
な
り
、

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
神
戸
は
宮
崎
辰
雄
氏
で
あ
っ
た
。
大
喝
采
と
な
っ
て
面
目
躍
如

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
そ
の
当
時
の
宮
崎
市
長
は
た
る
も
の
だ
っ
た
。

で
「
故
中
井
一
夫
氏
神
戸
市
新
年
の
あ
い
さ
つ
が
終
り
、
八
Ｙ
Ｖ

花時計

て
、
そ
の
偉
業
は
神
戸
の
歩
よ
い
よ
神
戸
の
た
め
に
、
ひ

中
井
一
夫
氏
の
市
民
葬
み
の
中
で
燦
然
と
し
て
輝
い
い
て
は
関
西
の
た
め
、
日
本

Ⅳ
時
ｌ
即
時

個

男
性
６
５
０
０
円
オ
メ
ー
シ
ョ
ン
神
戸
で
販
売
し
問
い
合
わ
せ
は
⑭
３
９
１
１

ザ
ス
三
宮
予
約
セ
ン
タ
ー
ま
で

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

神
戸
ゆ
か
り
の
洋
画
家
た
ち
の
や
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
し
て
も

カ
ー
ド
で
構
成
さ
れ
て
い
る
ポ
気
の
中
で
落
ち
着
い
て
楽
し
め

で
「
生
涯
を
〃
気
骨
″
の
精
市
民
の
称
号
を
贈
る
こ
と
を

神
で
生
き
抜
き
、
市
長
と
し
市
会
に
申
請
を
し
た
」
と
報

て
、
法
曹
界
や
国
政
、
県
政
告
、
中
井
一
夫
さ
ん
は
挨
拶

な
ど
の
場
で
信
念
の
人
と
し
の
中
で
「
こ
れ
か
ら
も
、
い

民
葬
」
が
挙
行
さ
れ
た
。
参
加
さ
れ
て
い
た
中
井
一
夫

葬
儀
委
員
長
の
笹
山
幸
俊
さ
ん
を
壇
上
に
迎
え
「
中
井

神
戸
市
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
一
夫
さ
ん
に
神
戸
市
の
名
誉

１Ｍ§

》
識
器

☆
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

①
「
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

と
②
「
一
一
ツ
セ
イ
エ
グ
ザ
ス
・
テ
レ
ホ
ン

カ
ー
ド
」
を
そ
れ
ぞ
れ
５
名
様
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
致
し
ま
す
。

官
製
ハ
ガ
キ
に
て
、
ご
希
望
の
ナ
ン
バ

ー
を
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
明
記
の
上
、

神
戸
市
中
央
区
東
町
ｍ
ｌ
ｌ
大
神
ピ
ル

ｊ
ｌ４６
１

５
５
４
１
・
ニ
ッ
セ
イ
・
エ
グ

●

し

●
天
○
画
、
で
○
い
『

★
財
団
法
人
・
国
際
日
本
文
化
研
光
交

流
財
団
（
理
事
長
小
林
庄
一
郎
）
が
、

桂
坂
の
国
際
日
木
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
‐

内
に
移
転
。
新
所
在
地
は
、
〒
叩
１
，

京
都
市
西
京
区
御
陵
大
枝
山
町
３
丁
目

２
番
地
溝
品
）
錘
１
８
６
８
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
四
麺
１
５
６
５
な
お
末
次
謡
子
さ

ん
が
、
ｎ
月
よ
り
常
務
理
那
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

★
株
式
会
社
ジ
ニ
イ
コ
ム
神
戸
本
部
の

薙
波
啓
佑
部
長
が
、
株
式
会
社
ジ
ニ
イ

コ
ム
本
社
（
蓉
妬
ｌ
邦
１
１
３
７
１
）
企

間
情
報
室
（
麓
“
Ｉ
猟
１
７
４
５
５
）

へ
転
任
。
後
任
に
、
林
雅
治
神
戸
本
部

長
が
戯
任
さ
れ
ま
し
た
。

☆
神
戸
ネ
オ
ト
ロ
ピ
カ
ル
錨
会
（
森
美

代
子
会
長
、
藤
本
ハ
ル
ミ
代
淡
幹
事
）

の
、
切
夢
ク
リ
ス
マ
ス
ダ
ン
ス
パ
ー
テ

ィ
は
、
哩
月
蝿
日
に
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ

ァ
ホ
テ
ル
ェ
メ
ラ
ル
ド
ル
ー
ム
で
、
午

後
６
時
如
分
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
司

会
、
松
島
武
雄
、
音
楽
／
宮
永
振
一
と

二
号
‘
サ
ウ
ン
ズ
、
唄
／
山
本
愛
／
チ

ケ
ッ
ト
・
２
万
円
ピ
ジ
タ
１
．
２
万
３
千

円
言
叩
（
”
）
・
５
６
９
０
）

☆
ｎ
月
１
日
。
大
牧
祥
子
さ
ん
が
、
念

願
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
訂
ヴ
プ
『
ユ
ー
ワ

ク
ラ
ブ
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

神
戸
市
兵
庫
区
荒
田
町
３
丁
目
帽
ノ
亜

貢
（
０
７
８
）
知
０
２
７
６

★
乳
幼
児
教
育
の
神
戸
ア
カ
デ
ミ
ー
の

叶
健
治
さ
ん
が
、
祥
文
社
よ
り
『
赤
ち

ゃ
ん
は
み
ん
な
天
才
に
な
れ
る
″
」
を

上
梓
さ
れ
ま
し
た
（
定
価
１
，
２
０
０

瓦
木
体
ｌ
、
１
６
５
円
）
。
ｎ
月
犯
日

６
時
か
ら
出
版
記
念
会
を
六
甲
荘
で
開

催
。★

『
新
し
い
地
球
文
明
の
創
造
へ
向
け

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
神
戸
地
域
産
業
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
佐
野
博
持
理
家
長
）
／
社

団
法
人
瀬
戸
内
海
琢
境
保
全
協
会
（
貝

原
俊
民
会
長
）
／
地
域
瀧
業
フ
ォ
ー
ラ

ム
交
流
会
議
（
佐
野
博
持
議
長
）
が
、

第
７
回
Ｈ
Ａ
Ｎ
合
同
新
赤
賀
詞
交
歓
会

を
、
唖
１
月
狙
日
に
、
神
戸
歌
１
卜
ど

ア
ホ
テ
ル
南
嬉
大
輪
田
の
間
で
開
値
し

ま
す
。
当
日
会
徴
一
万
円
、
ご
予
約
八

千
円
、
ペ
ア
一
万
四
千
門
種
（
叩
）
郷
６

６
０
２
Ｆ
Ａ
Ｘ
耐
）
鞭
５
１
１
９
神

戸
地
域
職
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
那
務
局
（
山

田
潤
那
務
局
長
）

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



｡

■

147

★' ９１Ｋｏｂｅｃｃｏｃｌｕｂｎｅｗｓ４９

愛錬者のためのコミュニケーションサロン

神戸っ子倶楽部新会員
継続会員ご案内

国神戸っ子倶楽部では、ただ今会員を募集して
います。会員の方にはｒ月刊神戸っ子」を１年
分お届けします。また、神戸己子倶楽部の会報
として、「月刊神戸っ子」の誌面上に、「神戸っ
子倶楽部ニュース」を毎月掲載、会員の動きな
ど様々な情報を提供します。さらに年２回、文
化性の商いイベント（コンサート、美術展、演
劇など〉に特別割引または無料でご招待いたし
ます。年会費（入会金を含む）は１万円です。
神戸を愛する人たちのカルチャークラブ「神
戸っ子倶楽部｣ 。あなたもご入会になって豊か
な神戸っ子ライブをお楽しみになりませんか。
会員の方は有効期限をお碇めのうえ、継続会
貝として年会貿をお納めください。

口入会申込・お問合せは一
〒6 5 O 神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ピル９Ｆ
ＴＥＬｏＯ７８－３３１－２２４６

．］ＦＡＸ、078-331 - 2 7 9 5

☆K o b e c c o c l u b 会員情報
日
本
を
愛
し
、
日
本
人
の
心
を
歌
う

グ
ラ
シ
ェ
ラ
・
ス
サ
ー
ナ

デ
ュ
ェ
ッ
ト
サ
ン
ド
ラ
・
ア
ロ
ン
ソ

Ⅶ
年
に
来
日
し
た
時
に
森
繁
久
弥
氏
と
初
め
て
会
い
〃
ほ
ん
と

う
の
日
本
人
の
心
を
表
現
で
き
る
歌
手
″
と
絶
賛
さ
れ
た
ス
サ
ー

ナ
。
切
年
に
は
日
本
デ
ビ
ュ
ー
釦
周
年
を
迎
え
、
二
枚
目
の
ア
ル

バ
ム
も
発
売
。
そ
の
ス
サ
ー
ナ
と
ア
ロ
ン
ソ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
会

員
の
方
に
叩
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
で
ご
優
待
し
ま
す
。

神
戸
・
北
野
坂

カ
フ
ェ
ラ
ン
ド
ル
ト

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ノ
．

スイスのピュンドナー地方はくるみ
の産地。くるみと蜂蜜を使ったヌッス
シュ三. ツテやマロンのケーキ（写真）
など、素材のおいしさを生かしたスイ
スのお菓子が人気。会員の方にペァー
で2 0 組様､ 試飲券をプレゼントします。

晒卜顎チケットを御希望の方は、ハガキに住所･ 氏名･ 会員N o . ・鍾騒番号・希望枚数
を明記の上、〒6 5 0 中央区東町1 1 3 - 1 大神ピル９Ｆ月刊神戸っ子・神戸っ子倶楽部まで

旧居留地を歩いてみよう／
栄町通から旧居留地界隈には、風
格ある近代洋風建築が建ち、お酒落
なブティックが点在する、今、神戸
で注目を集めている地域です。『神
戸港を考える会」では、近代洋風建
築の場所をかわいいイラストで示し
た地図“P O K O M A P ”を作成。
潮の香りを感じながら、地図を片手
に街を歩けば、きっと新しい発見が
あるはず。会員の方1 0 名様にこのポ
コマップをさしあげます。
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るぼるた一じゆ神戸
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画 マ

心
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瀞

勝
プ
ラ
ス
六
・
六
脱
。
水
が
五
ト
ン
も
入
る
大
き
さ
だ
。

透
明
な
ガ
ラ
ス
を
通
し
て
、
タ
イ
や
ヒ
ラ
メ
、
ハ
マ
チ
、
シ
マ

ア
ジ
、
エ
ビ
な
ど
の
遊
泳
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。
魚
を
見
慣
れ
た

大
人
に
は
珍
し
く
な
か
ろ
う
が
、
登
下
校
時
の
小
学
生
た
ち
は
、

ガ
ラ
ス
に
へ
ば
り
つ
い
て
見
入
る
と
い
う
。

同
市
場
で
の
最
大
卸
業
者
、
神
港
魚
類
㈱
の
、
い
う
な
れ
ば
シ

ョ
ー
・
ウ
ィ
ン
ド
ー
だ
。
社
長
の
小
林
睦
昌
さ
ん
は

「
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
の
泳
い
で
る
魚
を
売
っ
て
く
れ
、
と

い
わ
れ
て
も
、
う
ち
は
卸
業
だ
か
ら
小
売
り
は
で
き
ま
せ
ん
し
、

ま
あ
、
魚
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
、
と
っ
か
か
り
に
な
れ
ば
、

と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
」

き
わ
め
て
控
え
め
だ
。
し
か
し
、
売
場
に
は
、
缶
詰
、
つ
く
だ

煮
、
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の
ほ
か

エ
ス
カ
ル
ゴ
（
カ
タ
ツ
ム
リ
）
、
海
ガ
メ
、
カ
エ
ル
、
ワ
ニ
、

カ
モ
（
中
国
。
台
湾
。
フ
ラ
ン
ス
）
、
ダ
チ
ョ
ウ
（
南
ア
フ
リ

カ
）
、
シ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
の
も
も
、
ロ
ー
ス
、
ガ
ラ
ガ
ラ
ヘ
ピ
、

キ
ジ
、
タ
ー
キ
ー
（
七
面
烏
）
、
ウ
コ
ッ
ケ
イ
（
中
国
）

と
い
っ
た
動
物
の
肉
も
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
ゲ
テ
モ
ノ
で
は
な

い
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
プ
ロ
野
球
選
手
が
ワ
ニ
の
肉
を
食
っ
た

と
聞
い
て
、
パ
ワ
ー
に
あ
や
か
り
た
い
人
も
あ
る
よ
う
で
、
こ
れ

ら
が
結
構
、
売
れ
る
と
い
う
。

売
れ
る
の
は
い
い
が
、
な
ぜ
、
魚
市
場
に
ワ
ニ
や
ダ
チ
ョ
ウ
な

の
か
。
ふ
と
思
い
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。
昭
和
五
十
七
年
の
秋
、

本
場
開
設
五
○
周
年
記
念
の
式
典
に
招
か
れ
た
。
そ
の
際
、
水
産

物
を
扱
う
Ｉ
さ
ん
が

「
〃
神
戸
市
民
の
台
所
を
ま
か
な
う
市
場
″
や
い
う
け
ど
、
消

費
者
で
あ
る
市
民
は
、
近
所
の
魚
屋
か
ス
ー
パ
ー
に
し
か
目
が
行

っ
て
へ
ん
。
こ
こ
も
オ
ヤ
ジ
の
時
代
（
昭
和
七
年
開
場
）
か
ら
仕

組
み
も
考
え
方
も
、
あ
ん
ま
り
変
わ
っ
て
へ
ん
さ
か
い
な
あ
」

街
か
ど
の
水
族
館
、
と
で
も
い
う
べ
き
か
。

ぼ
ん
じ
よ
う

神
戸
市
中
央
卸
売
市
場
本
場
ｌ
兵
庫
区
中
之
島
一
ノ
ー
Ｉ
に
、

ヨ
リ
ン
コ
ー
ナ
ー
」
が
お
目
見
え
し
た
。
と
い
っ
て
も
卸
売
場

か
ど
み
せ

と
市
道
高
松
線
を
距
て
た
向
い
側
の
角
店
で
、
Ｌ
字
型
に
ガ
ラ
ス

の
水
槽
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
道
路
に
面
し
た
側
の
幅
は
三
・
三

猪塚贋海さん

と
話
し
た
。
な
ぜ
か
記
憶
に
残
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
か
ら
五
年

後
の
昭
和
六
十
二
年
三
月
、
新
本
場
が
出
来
た
。
天
井
が
高
さ
３

・
５
ｍ
か
ら
４
．
９
ｍ
に
高
く
な
り
、
柱
の
間
隔
が
５
．
５
ｍ
か

ら
肥
ｍ
に
広
く
な
っ
た
。
買
出
人
用
の
屋
根
つ
き
駐
車
場
も
九
百

台
か
ら
二
千
二
百
台
へ
増
え
た
。

I鶴#総総鍵
亜電､ . ｆ■･ 睡哩”一畠｡ . 』. 』｣

▲

蕊蕊蕊蕊蕊鍵i ｆ
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
、
低
温
卸
売
市
場
や
活
魚
水
槽
が
設

け
ら
れ
、
食
品
の
安
全
確
保
の
た
め
全
国
の
市
場
で
も
珍
し
い
食

品
衛
生
検
査
所
も
備
え
ら
れ
た
。
見
学
者
コ
ー
ナ
ー
か
ら
は
、
セ

リ
の
様
子
も
一
望
で
き
る
。
な
ん
と
か
〃
開
か
れ
た
市
場
″
に
し

た
い
と
い
う
意
欲
は
分
か
る
が
、
全
体
と
し
て
ス
ケ
ー
ル
は
決
し

て
大
き
い
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

小林睦昌さん

－－専鵠■

鐘１

１
鐸亀

田中辰夫さん
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臣裡

「
広
く
清
潔
で
買
い
出
し
に
便
利
な
市
場
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
い
つ
わ
り
な
し
と
分
か
る
に
は
、
市
場
に
入
る
し

か
な
い
。
が
、
こ
こ
ま
で
、
ど
う
市
民
を
誘
導
す
る
か
。
Ｉ
さ
ん

の
こ
と
ば
と
思
い
合
わ
せ
る
と
、
小
さ
な
実
験
に
は
違
い
な
い
が

客
寄
せ
の
話
題
と
し
て
「
マ
リ
ン
コ
ー
ナ
ー
」
の
存
在
は
決
し
て

小
さ
く
な
い
。

「
島
国
日
本
の
食
べ
物
と
い
え
ば
、
何
と
い
う
て
も
魚
で
す
か

ら
ね
え
。
そ
れ
が
今
の
子
ど
も
ら
は
、
魚
と
い
え
ば
切
り
身
で
泳

い
ど
る
よ
う
に
思
う
と
る
し
、
若
い
親
た
ち
も
魚
介
類
が
、
ど
れ

ほ
ど
豊
富
な
栄
養
を
持
っ
た
健
康
食
品
か
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま

せ
ん
わ
な
ぁ
。
そ
や
か
ら
、
魚
に
な
じ
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
先
な

ん
で
す
わ
」

全
国
水
産
卸
組
合
連
合
会
副
理
事
長
で
、
神
戸
お
さ
か
な
普
及

協
会
代
表
理
事
で
も
あ
る
田
中
辰
夫
さ
ん
は
真
剣
で
あ
る
。

お
さ
か
な
普
及
協
会
の
こ
と
を
神
戸
新
聞
の
藤
田
博
巳
記
者
か

ら
聞
い
た
の
は
五
年
も
前
だ
っ
た
か
。
そ
の
協
会
が
、
花
嫁
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
を
通
し
て
、
ま
ず
若
い
母
親
か
ら
魚
介
類
に
親

し
ま
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
の
を
改
め
て
知
り
、
な
ん
だ
か
サ

ボ
っ
て
き
た
反
省
を
迫
ら
れ
る
気
も
す
る
。

ち
ょ
う
ど
昼
メ
シ
ど
き
に
な
っ
た
。
小
林
さ
ん
、
田
中
さ
ん
、

知る人ぞ知る七福鯖。
流石にネタはとびきり新鮮。

▲

屯

市民が気軽に立ち寄れる開かれた東場一。
マリンコーナーもそのためのイメージ作りだ。

０
１
５
１
１

神
港
魚
類
の
常
務
・
猪
塚
廠
海
さ
ん
の
案
内
で
「
マ
リ
ン
コ
ー
ナ

ー
」
の
裏
側
路
地
へ
入
っ
た
。
こ
こ
は
、
私
も
〃
安
く
て
う
ま
い

食
堂
″
目
あ
て
に
何
度
も
（
と
い
っ
て
も
三
十
年
間
で
十
数
回
）

行
っ
た
通
り
で
あ
る
。

魚
市
場
に
接
し
た
食
堂
で
、
イ
キ
の
い
い
魚
を
お
か
ず
に
メ
シ

を
食
う
ダ
イ
ゴ
味
は
格
別
だ
。
私
な
ど
、
つ
い
看
板
の
「
め
し
・

し
る
」
に
目
を
と
ら
れ
て
飛
び
込
ん
で
し
ま
う
が
、
案
内
さ
れ
た

の
は
「
七
福
（
し
ち
ふ
く
）
鮪
」
。
こ
こ
の
店
主
・
河
並
孝
さ
ん

は
、
だ
れ
が
、
い
つ
来
よ
う
と
わ
け
へ
だ
て
し
な
い
。
知
っ
た
人

に
は
そ
れ
な
り
に
、
い
ち
げ
ん
に
も
そ
れ
な
り
に
応
待
し
な
が

ら
、
お
世
辞
を
い
わ
な
い
の
が
何
よ
り
い
い
。

に
ぎ
り
が
一
品
ず
つ
出
る
。
一
番
手
は
タ
イ
。
次
は
ク
ジ
ラ
の

尾
の
身
。
三
つ
め
が
フ
ォ
ア
グ
ラ
だ
。
二
個
ず
つ
出
て
く
る
が
最

き

初
は
、
ち
よ
い
と
生
醤
油
を
つ
け
て
。
次
は
フ
ォ
ア
グ
ラ
に
刻
み

ネ
ギ
を
乗
っ
け
て
ポ
ン
酢
で
。

「
食
え
る
ね
え
。
こ
れ
は
、
う
ま
い
。
な
ん
で
、
こ
れ
、
ネ
タ

に
使
い
は
っ
た
ん
？
」

聞
い
た
ら
答
え
が
そ
っ
け
な
い
。
「
そ
ら
ァ
、
何
ち
ゅ
う
て
も

コ
ク
サ
イ
ト
シ
で
っ
さ
か
い
な
ぁ
」
。
冗
談
め
か
す
が
、
に
ぎ
り

の
ネ
タ
は
魚
介
類
と
頭
か
ら
決
め
つ
け
て
い
る
側
の
間
違
い
を
、

や
ん
わ
り
、
た
し
な
め
ら
れ
た
気
が
し
た
。

フ
ォ
ア
グ
ラ
の
次
は
、
グ
ル
メ
が
珍
重
す
る
キ
ャ
ビ
ア
だ
。
黒

灘
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■

活魚船からイキのいい魚が水揚げされる。

ゴ
マ
の
化
身
み
た
い
な
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
卵
が
ど
う
し
た
、
と
思
っ

て
食
べ
た
ら
、
塩
味
は
あ
ち
ら
ま
か
せ
。
こ
れ
も
い
い
。
つ
い
で

に
、
さ
っ
き
の
ガ
ラ
ガ
ラ
ヘ
ピ
の
肉
（
ち
ょ
う
ど
『
ガ
ラ
ガ
ラ
ヘ

ピ
の
体
温
計
』
と
い
う
本
を
買
っ
た
ば
か
り
な
の
で
）
に
つ
い
て

聞
こ
う
と
し
た
ら
、

「
あ
れ
は
デ
ベ
ラ
み
た
い
に
、
ど
つ
き
ま
わ
し
て
ク
タ
ク
タ
に

し
と
か
ん
と
、
ロ
ン
中
で
シ
ャ
ゴ
シ
ャ
ゴ
し
ま
す
よ
っ
て
」

河
並
さ
ん
が
答
え
る
。
誤
解
が
あ
っ
て
は
申
し
わ
け
な
い
の
で

申
し
あ
げ
る
が
「
七
福
」
は
、
い
つ
も
、
こ
う
し
た
珍
味
を
売
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
。
あ
と
は
シ
マ
ア
ジ
、
糸
イ
カ
、
子
持
ち
コ

ン
ブ
、
エ
ビ
…
…
と
続
い
て
止
め
椀
。

さ
て
、
ビ
ー
ル
の
ほ
ろ
酔
い
加
減
も
手
伝
っ
て
「
マ
リ
ン
コ
ー

ナ
ー
」
に
戻
っ
た
。
す
る
と
、
ワ
ニ
も
カ
エ
ル
も
カ
モ
も
、
極
端

に
い
え
ば
不
老
長
寿
の
ク
ス
リ
も
、
区
別
を
感
じ
な
く
な
っ
て
い

た
。
人
は
食
べ
な
け
れ
ば
生
き
ら
れ
な
い
。
さ
り
と
て
、
何
を
食

せ
ん
に
く
し

べ
て
生
き
る
か
。
そ
の
選
択
肢
が
、
さ
っ
き
の
、
う
ま
い
ス
シ
の

味
と
重
な
っ
て
限
り
な
く
境
界
を
見
え
な
く
し
て
く
る
。

こ
う
し
た
一
角
を
、
ど
う
や
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
に
取
り

込
む
か
。
神
戸
市
は
「
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
総
合
整
備
基
本
計
画
」

で
兵
庫
区
の
南
部
地
区
の
活
性
化
へ
、
視
点
を
合
わ
せ
て
い
る
。

そ
の
中
で
は
「
マ
リ
ン
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
西
へ
伽
ｍ
ほ
ど
の
入
江

橋
か
ら
兵
庫
運
河
ま
で
の
間
に
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
プ
ロ
ム

ナ
Ｉ
ド
」
と
し
て
河
畔
を
整
備
す
る
プ
ラ
ン
も
考
え
て
い
る
。

「
そ
こ
へ
、
イ
キ
の
い
い
魚
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
を
出
す

と
か
、
観
光
バ
ス
の
客
を
親
し
め
る
市
場
の
Ｐ
Ｒ
理
解
に
ど
う
結

び
つ
け
る
か
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

田
中
さ
ん
は
、
ま
ち
づ
く
り
と
つ
な
げ
て
中
央
卸
売
市
場
本
場

仁

を
、
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
、
大
き
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
手
ぐ

り
寄
せ
る
。

問
題
は
、
神
戸
市
が
計
画
し
て
い
る
「
兵
庫
津
歴
史
の
道
」
が

源
平
遺
跡
を
基
本
に
し
な
が
ら
具
体
的
な
遺
構
が
な
い
の
と
比
べ

て
、
中
央
卸
売
市
場
の
場
合
、
き
わ
め
て
現
実
的
で
あ
る
が
ゆ
え

に
歴
史
の
道
と
一
線
を
画
す
、
そ
の
小
さ
な
落
差
を
、
ど
う
整
合

す
る
か
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
溝
は
ク
リ
ア
で
き
る
は
ず
だ
が
…
．

１
１
５
１
１

｡
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